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(57)【要約】
【課題】豊かな泡立ちとクリーミィな泡質を両立し、洗浄時の摩擦から皮膚を保護し、洗
浄後にうるおい感を得られる洗浄剤組成物を提供すること。
【解決手段】（ａ）式（１）で示されるポリアルキレングリコール誘導体、
Ｒ1Ｏ－（ＣＨ2ＣＨ2ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n－Ｒ2　…（１）
［（１）式中、Ｒ1及びＲ2は同一又は異なってもよい水素原子又は、炭素数１２～２０の
脂肪酸残基を示す。Ｒ1及びＲ2に占める炭素数１２～２０の脂肪酸残基の割合は、０．５
５～０．９０である。ｎは、オキシテトラメチレン基の平均付加モル数で、３～２４であ
る。］及び（ｂ）硫酸基又はスルホン酸基を有するイオン性界面活性剤を含有する洗浄剤
組成物である。（ａ）は、０．１～１０質量％、（ｂ）は１～３０質量％を含有し、さら
に（ａ）成分と（ｂ）成分の質量比（ａ／ｂ）が１／４０～１／１である。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）式（１）で示されるポリアルキレングリコール誘導体
Ｒ1Ｏ－（ＣＨ2ＣＨ2ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n－Ｒ2　…（１）
［（１）式中、Ｒ1及びＲ2は同一又は異なってもよい水素原子又は、炭素数１２～２０の
脂肪酸残基を示す。Ｒ1及びＲ2に占める炭素数１２～２０の脂肪酸残基の割合は、０．５
５～０．９０である。ｎは、オキシテトラメチレン基の平均付加モル数で、３～２４であ
る。］
　（ｂ）硫酸基又はスルホン酸基を有するイオン性界面活性剤
を含有する洗浄剤組成物であり、
　前記洗浄剤組成物中には、
（ａ）成分が０．１～１０質量％含まれ、
（ｂ）成分が１～３０質量％含まれ、
（ａ）成分と（ｂ）成分の質量比（ａ／ｂ）が１／４０～１／１の範囲である
ことを特徴とする洗浄剤組成物。
【請求項２】
　さらに、カチオン性基を有する高分子化合物を含有する
ことを特徴とする請求項１に記載の洗浄剤組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ヘアシャンプー、洗顔料、ボディソープ、ハンドソープなどの洗浄剤組成物
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、生活習慣の変化による洗浄頻度の増加、オゾン層破壊に起因する紫外線量の増大
、及び大気汚染に起因する有害物質の人体への接触など、健常な皮膚や頭髪を保つことを
困難にする要因の増加を背景に、皮膚や毛髪のダメージを訴える人が増えてきている。そ
のような人々のニーズとして、より刺激性の低い洗浄剤が求められている。
【０００３】
　一般に、洗浄剤の主洗浄成分として、硫酸基あるいはスルホン酸基を有する陰イオン性
の界面活性剤が、高い起泡力と洗浄力を持つことから汎用されている。ところが、硫酸基
あるいはスルホン酸基を有する陰イオン性界面活性剤は、単独で使用した場合、脱脂力が
強く、洗浄後の毛髪や皮膚にうるおい感が得られないことや、泡質が粗く、洗浄時におけ
る摩擦により毛髪や皮膚がダメージを受ける場合があるなどの問題があった。
【０００４】
　そこで、洗浄後のうるおい感を付与する試みとして、グリセリンなどの保湿剤を配合し
て洗浄後の皮膚や毛髪にうるおい感を付与する方法やラノリン、ワセリン、オリーブ油等
の油分を配合することで、洗浄後の肌にうるおい感を付与する方法がこれまでに行われて
いる。
【０００５】
　しかしながら、保湿剤は、水溶性であるためすすぎ時に洗い流されてしまうため、洗浄
後の肌のうるおい感への寄与が不十分であり、油分を配合すると起泡性が著しく低下する
という問題があった。
【０００６】
　また、豊かでクリーミィな泡を生成させて皮膚と皮膚、あるいは皮膚と毛髪との摩擦を
低減する試みとして、ラウリン酸ジエタノールアミドなどの増粘・増泡剤を配合する方法
がこれまでに行われているが、洗浄後のうるおい感が不十分であった。
【０００７】
　最近では、ジグリセリンと分岐鎖を有する炭素数１６～１８のモノカルボン酸とのエス
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テルと、炭素数６～１０のジカルボン酸との縮合生成物である油剤を洗浄剤に配合するこ
とで、洗浄後の皮膚のかさつき感やつっぱり感を改善し、優れたしっとり感及びエモリエ
ント効果を与えることができる洗浄剤組成物が提案されている（特許文献１）。しかしな
がら、上記の洗浄剤組成物は、泡のクリーミィ性が不十分であり、洗浄時の摩擦から毛髪
や皮膚を保護する点で不十分であった。
【特許文献１】特開平９－１２５０９０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　以上のように、上記従来技術において、豊かな泡立ちとクリーミィな泡質を両立し、洗
浄時の摩擦から毛髪や皮膚を保護し、洗浄後にうるおい感を得られる洗浄剤組成物が望ま
れていた。
【０００９】
　したがって、本発明の目的は、豊かな泡立ちとクリーミィな泡質を両立し、洗浄時の摩
擦から毛髪や皮膚を保護し、洗浄後にうるおい感を得られる洗浄剤組成物を提供すること
である。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成する本発明の洗浄剤組成物は、（ａ）式（１）で示されるポリアルキレ
ングリコール誘導体、
Ｒ1Ｏ－（ＣＨ2ＣＨ2ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n－Ｒ2　…（１）
［（１）式中、Ｒ1及びＲ2は同一又は異なってもよい水素原子又は、炭素数１２～２０の
脂肪酸残基を示す。Ｒ1及びＲ2に占める炭素数１２～２０の脂肪酸残基の割合は、０．５
５～０．９０である。ｎは、オキシテトラメチレン基の平均付加モル数で、３～２４であ
る。］
　（ｂ）硫酸基又はスルホン酸基を有するイオン性界面活性剤
を含有する洗浄剤組成物であり、前記洗浄剤組成物中には、（ａ）成分が０．１～１０質
量％含まれ、（ｂ）成分が１～３０質量％含まれ、（ａ）成分と（ｂ）成分の質量比（ａ
／ｂ）が１／４０～１／１の範囲であることを特徴とする。
【００１１】
　さらに、上記洗浄剤組成物が、カチオン性基を有する高分子化合物を含有すると、洗浄
時の起泡性や泡のクリーミィ性を相乗的に高めることができる。
【発明の効果】
【００１２】
　以上の発明の洗浄剤組成物によれば、豊かな泡立ちとクリーミィな泡質を両立し、洗浄
時の摩擦から毛髪や皮膚を保護し、洗浄後にうるおい感を得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施の形態について説明する。
【００１４】
　本発明の洗浄剤組成物に係る、式（１）で示されるポリアルキレングリコール誘導体（
ａ）において、Ｒ1とＲ2は同一又は異なってもよい水素原子又は炭素数１２～２０の脂肪
酸残基である。Ｒ1及びＲ2である炭素数１２～２０の脂肪酸残基は、脂肪酸由来のアシル
基である。その脂肪酸としては、例えば、飽和脂肪酸、不飽和脂肪酸、分岐脂肪酸、及び
ヒドロキシル基置換脂肪酸でもよいが、豊かな泡立ちとクリーミィな泡質が得られる点で
、飽和脂肪酸がより好ましい。
【００１５】
　脂肪酸としては、ラウリン酸、トリデカン酸、イソトリデカン酸、ミリスチン酸、ペン
タデカン酸、パルミチン酸、ヘプタデカン酸、ステアリン酸、イソステアリン酸、ノナデ
カン酸、アラキン酸、ドデセン酸、テトラデセン酸、ヘキサデセン酸、パルミトオレイン
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酸、オレイン酸、バクセン酸、リノール酸、リノレン酸、アラキドン酸、ヒドロキシステ
アリン酸などが挙げられる。好ましくは、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、
イソステアリン酸等の炭素数が１４～１８の脂肪酸であり、さらに好ましくはパルミチン
酸である。
【００１６】
　すなわち、Ｒ1及びＲ2の脂肪酸残基の炭素数が１２未満であると、泡のクリーミィ性、
洗浄後のうるおい感が不十分であり、洗浄時の摩擦感が大きくなり、Ｒ1及びＲ2の脂肪酸
残基の炭素数が２０を超えると、起泡性が悪くなる。よって、Ｒ1及びＲ2の脂肪酸残基は
、炭素数が１２～２０のものが望ましい。また、Ｒ1及びＲ2は同一であっても異なってい
ても良く、1種又は２種以上であっても良い。
【００１７】
　Ｒ1及びＲ2に占める炭素数１２～２０の脂肪酸残基の割合は、０．５５～０．９０であ
り、より好ましくは０．６０～０．８５であり、さらに好ましくは０．７０～０．８０で
ある。
【００１８】
　すなわち、Ｒ1及びＲ2に占める炭素数１２～２０の脂肪酸残基の割合が０．５５未満で
あると泡のクリーミィ性、洗浄後のうるおい感が不十分であり、洗浄時の摩擦感が大きく
なる。一方、Ｒ1及びＲ2に占める炭素数１２～２０の脂肪酸残基の割合が０．９０を越え
ると起泡性が悪くなる。
【００１９】
　オキシテトラメチレン基は、洗浄時の摩擦感を低減し、洗浄後の皮膚や毛髪にうるおい
感を与えるための必須成分であり、ｎはオキシテトラメチレン基の平均付加モル数で３～
２４であり、好ましくは、５～２０、さらに好ましくは７～１５である。
【００２０】
　なぜなら、ｎが３未満であると、起泡性が悪く、泡のクリーミィ性、洗浄後のうるおい
感において不十分であり、洗浄中の摩擦感も大きくなる。また、ｎが２４を超えるポリテ
トラメチレングリコールは、起泡性が悪くなる。
【００２１】
　本発明の式（１）で示されるポリアルキレングリコール誘導体（ａ）は、公知の方法で
製造することができる。例えば、ポリテトラメチレングリコールと脂肪酸とのエステル化
反応や、脂肪酸エステルとのエステル交換反応で得ることができる。
【００２２】
　本発明の洗浄剤組成物に用いられる硫酸基及びスルホン酸基を有するイオン性界面活性
剤（ｂ）としては、例えば、アルキルエーテル硫酸エステル塩、アルキル硫酸エステル塩
、アルキルベンゼンスルホン酸塩、アシルメチルタウリン塩、α－オレフィンスルホン酸
塩、アシルイセチオン酸塩、アシルスルホコハク酸塩、アルキルスルホベタイン塩等が挙
げられる。
【００２３】
　これらの硫酸基及びスルホン酸基を有するイオン性界面活性剤の中で、起泡性、洗浄後
のうるおい感に優れる点で、アシルメチルタウリン塩、アシルイセチオン酸塩、アシルス
ルホコハク酸塩、アルキルエーテル硫酸エステル塩が好ましい。また、アシル基及びアル
キル基の炭素数としては、起泡性や皮膚への刺激性を考慮すると、Ｃ１０～Ｃ１４が好ま
しい。
【００２４】
　上記の条件を満たす好ましい界面活性剤として、例えば、カプロイルメチルタウリンナ
トリウム、ラウロイルメチルタウリンナトリウム、ココイルメチルタウリンナトリウム、
ラウロイルイセチオン酸ナトリウム、ココイルイセチオン酸ナトリウム、ラウロイルスル
ホコハク酸ナトリウム、ココイルスルホコハク酸ナトリウム、ラウリルエーテル硫酸ナト
リウムなどが挙げられる。
【００２５】
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　（ａ）成分は、洗浄剤組成物中に０．１～１０質量％、好ましくは０．５～８質量％、
さらに好ましくは、１～５質量％の割合で含まれる。
【００２６】
　洗浄剤組成物中の（ａ）成分の割合が０．１質量％未満の場合は、泡のクリーミィ性、
洗浄後のうるおい感が不十分であり、洗浄時の摩擦感が大きい。洗浄剤組成物中の（ａ）
成分の割合が１０質量％を超える場合は、起泡性が悪くなる。なお、（ａ）成分は単独で
用いてもよいし、２種類以上を併用してもよい。
【００２７】
　（ｂ）成分は、洗浄剤組成物中に１～３０質量％、好ましくは２～２５質量％、より好
ましくは３～２０質量％の割合で含まれる。
【００２８】
　洗浄剤組成物中の（ｂ）成分の割合が１質量％未満の場合は、起泡性が悪く、泡のクリ
ーミィ感が不十分であり、洗浄時の摩擦感が大きい。洗浄剤組成物中の（ｂ）成分の割合
が３０質量％を超える場合は、洗浄後のうるおい感が得られない。（ｂ）成分は単独で用
いてもよいし、２種類以上を併用してもよい。
【００２９】
　本発明の（ａ）成分と（ｂ）成分との質量比ａ／ｂは、１／４０～１／１であり、好ま
しくは、１／３０～１／２、より好ましくは１／２５～１／３である。ａ／ｂが１／４０
未満の場合は、泡のクリーミィ性、洗浄後のうるおい感が不十分であり、洗浄時の摩擦感
が大きい。また、ａ／ｂが１／１を超える場合は、起泡性が悪くなる。
【００３０】
　本発明に係る洗浄剤組成物は、必要に応じてカチオン基を有する高分子化合物を用いる
ことができる。カチオン性基を有する高分子化合物とは、カチオン基又はカチオン基にイ
オン化され得る基を有する高分子化合物であり、両性高分子化合物も含まれる。カチオン
性基有する高分子化合物を添加することにより、起泡性や泡のクリーミィ性を相乗的に高
めることができる。
【００３１】
　カチオン性基を有する高分子化合物としては、カチオン化セルロース、ジアリルジメチ
ルアンモニウムクロリド・アクリルアミド共重合体、アクリル酸・ジアリルジメチルアン
モニウムクロリド共重合体、アクリル酸・ジアリルジメチルアンモニウムクロリド・アク
リルアミド共重合体、アクリル酸・カチオン化メタアクリル酸エステル共重合体、アクリ
ル酸・カチオン化メタアクリル酸アミド共重合体、アクリル酸・アクリル酸メチル・塩化
メタクリルアミドプロピルトリメチルアンモニウム共重合体、２－メタクリロイルオキシ
エチルホスホリルコリンの重合体及びメタクリル酸ブチル共重合体等との共重合体、カチ
オン化オリゴ糖、カチオン化デキストラン、グアーヒドロキシプロピルトリモニウムクロ
リド等のカチオン化多糖類が挙げられる。
【００３２】
　これらのカチオン性を有する高分子化合物の中でも、カチオン化セルロース、ジアリル
ルジメチルアンモニウムクロリド・アクリルアミド共重合体、２－メタクリロイルオキシ
エチルホスホリルコリンの重合体及びメタクリル酸ブチル共重合体等との共重合体を用い
ることが好ましく、２－メタクリロイルオキシエチルホスホリルコリンの重合体及びメタ
クリル酸ブチル共重合体等との共重合体を用いることがさらに好ましい。
【００３３】
　カチオン性を有する高分子化合物を添加する場合、その添加量としては、通常洗浄剤組
成物の０．００１～５質量％であり、好ましくは０．０１～３質量％、より好ましくは０
．０５～１質量％である。
【００３４】
　また、本発明の洗浄剤組成物は、必要に応じて他の添加剤や溶媒を含む。
【００３５】
　添加剤としては、本発明の効果を損なわない範囲で、化粧料、医薬部外品、医薬品に一
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般に用いられている各種成分を配合することができる。例えば、炭化水素、高級アルコー
ル、高級脂肪酸及び、これらのトリグリセライド、エステル油、動植物油脂、ビタミン類
、紫外線吸収剤、酸化防止剤、金属イオン封鎖剤、エタノール、増粘剤、防腐剤、色素、
顔料、香料等が挙げられる。
【００３６】
　溶媒としては、必要に応じて、水、１、３－ブチレングリコール、ジプロピレングリコ
ール、プロピレングリコール、グリセリン等を用いることができる。
【００３７】
　本発明に係る洗浄剤組成物の形態は、特に限定されず、ヘアシャンプー、洗顔料、ボデ
ィソープ、ハンドソープなどさまざまな形態で使用できる。特に、ヘアシャンプー、洗顔
料等での使用が好ましい。
【実施例】
【００３８】
　実施例により、本発明を具体的に説明する。
【００３９】
　Ｒ1及びＲ2に占める炭素数１２～２０の脂肪酸残基の割合（以下、「脂肪酸残基の割合
」とする）は、エステル化物のエステル価（ＥＶ）、エステル化物の水酸基価（ＯＨＶ）
を測定により求め、以下に示す方法により算出した。
【００４０】
　脂肪酸残基の割合＝エステル化物のＥＶ／（エステル化物のＥＶ＋エステル化物のＯＨ
Ｖ）
　エステル化物のＥＶ＝エステル化物のケン化価（ＳＶ）－エステル化物の酸価（ＡＶ）
　なお、エステル化物の水酸基価（ＯＨＶ）、エステル化物のけん化価（ＳＶ）、及びエ
ステル化物の酸価（ＡＶ）は、日本工業規格（ＪＩＳ）記載の方法に準拠して測定した。
ＯＨＶ：ＪＩＳ　Ｋ－１５５７　６．４
ＳＶ　：ＪＩＳ　Ｋ－００７０　３．１
ＡＶ　：ＪＩＳ　Ｋ－００７０　４．１
　《合成方法》
　以下に、本発明に係るポリアルキレングリコール誘導体（化合物１～３）及び、比較例
に係るポリアルキレングリコール誘導体（化合物４～９）の合成方法について説明する。
【００４１】
　＜化合物１の合成方法＞
　ポリテトラメチレングリコール（８．６モル）のパルミチン酸エステル［脂肪酸残基の
割合＝０．７５］
　ポリテトラメチレングリコール（ｎ＝８．６、水酸基価＝１８０．３、原料名：ＰＴＧ
６５０　保土ヶ谷化学工業（株）製）６２２ｇとパルミチン酸（ＮＡＡ－１６０　日本油
脂（株）製）３８５ｇを２００℃にて１０時間反応させ、ポリテトラメチレングリコール
のパルミチン酸エステル９５８ｇを得た（表１：化合物１）。ＥＶは８５．２、ＯＨＶは
２８．４であることから、脂肪酸残基の割合は０．７５であった。
【００４２】
　［脂肪酸残基の割合の計算例］
　エステル化合物のＳＶが８５．３、ＡＶが０．１なので、ＥＶは８５．２（ＥＶ＝ＳＶ
－ＡＶ）である。そして、ＯＨＶが２８．４なので、脂肪酸残基の割合は、８５．２／（
８５．２＋２８．４）＝０．７５である。
【００４３】
　＜化合物２、３の合成方法＞
　上記化合物１の合成方法に準じて、表１に示す化合物２、３（本願発明のポリアルキレ
ングリコール誘導体）を合成した。
【００４４】
　＜化合物４～７の合成＞
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　化合物１の合成方法に準じて、表１に示す化合物４～７（比較物質）を合成した。
【００４５】
　＜化合物８の合成方法＞
　ポリプロピレングリコール（２０モル）のパルミチン酸エステル［脂肪酸残基の割合＝
０．７５］
　ポリプロピレングリコール（ｎ＝２０、水酸基価＝４７．２、原料名：ユニオールＤ－
１２００　日油（株）製）１２００ｇとパルミチン酸（ＮＡＡ－１６０　日本油脂（株）
製）３９０ｇを２００℃にて１０時間反応させ、ポリプロピレングリコールのパルミチン
酸エステルを１５５０ｇ得た（表１：化合物８）。ＥＶは５２．９、ＯＨＶは１７．６で
あることから、脂肪酸残基の割合は０．７５であった。
【００４６】
　＜化合物９の合成方法＞
　ポリオキシテトラメチレン（８．６モル）／ポリオキシエチレン（４．０モル）ブロッ
ク共重合体のパルミチン酸エステル［脂肪酸残基の割合＝０．７５］
　ポリテトラメチレングリコール（ｎ＝８．６、水酸基価＝１８０．３、原料名：ＰＴＧ
６５０　保土ヶ谷化学工業（株）製）６５０ｇと触媒として水酸化カリウム０．８３ｇを
オートクレーブ中に仕込み、オートクレーブ内の空気を乾燥窒素で置換した後、攪拌しな
がら１５０℃にて触媒を完全に溶解させた。次に、滴下装置によりエチレンオキシド１７
８ｇを滴下させ、1時間攪拌した。その後、オートクレーブより反応組成物を取り出し、
リン酸で中和してｐＨ６～７とし、含有する水分を除去するために、減圧下（３０ｍｍＨ
ｇ以下）、１００℃で１時間処理した。さらに、処理後生成した塩を除去するためにろ過
を行い、ポリオキシテトラメチレン（８．６モル）／ポリオキシエチレン（４．０モル）
共重合体８２６ｇを得た。
【００４７】
　得られたポリオキシテトラメチレン（８．６モル）／ポリオキシエチレン（４．０モル
）共重合体８２６ｇとパルミチン酸（ＮＡＡ－１６０　日油（株）製）３８６ｇを２００
℃にて１０時間反応させ、ポリオキシテトラメチレン（８．６モル）／ポリオキシエチレ
ン（４．０モル）ブロック共重合体のパルミチン酸エステルを１１８２ｇ得た（表２：化
合物９）。ＥＶは７１．０、ＯＨＶは２３．７であることから、脂肪酸残基の割合は０．
７４であった。
【００４８】
　以上説明した合成方法により合成した化合物の化学構造及び構成要素を表１、表２に示
す。
【００４９】
【表１】

【００５０】
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【表２】

【００５１】
　《実施例１～４及び比較例１～１２》
　表４に示すように、（ａ）成分として本発明に係る化合物１～３、（ａ’）成分として
化合物４～９、ジグリセリルイソパルミチン酸エステルセバシン酸縮合物及びワセリンを
用いて、共通添加成分として表３に示す成分を選定し、下記の調製方法により実施例１～
４及び比較例１～１２のヘアシャンプー（洗浄剤組成物）を調製した。
【００５２】
【表３】

【００５３】
　《実施例１～４及び比較例１～１２の調製方法》
　１０００Ｌビーカーに所定量のイオン交換水を仕込み、プロペラで攪拌しながら共通成
分の一つであるポリマー（ヒドロキシエチルセルロース（実施例４、実施例１０ではカチ
オン化セルロースも含む））を分散させた。これを８０℃まで加温し、ポリマーが溶解し
たことを確認した後、残りの成分を順不同に加え、８０℃で１時間混合、攪拌した。成分
が全て溶解（処方によっては乳化）したことを確認した後、空冷で４０℃以下まで冷却し
、実施例１～４及び比較例１～１２のヘアシャンプーを得た。
【００５４】
　《評価方法》
　Ａ．「起泡性」について
　ヘアシャンプーの５質量％水溶液をミルサー試験機（Ｉｗａｔａｎｉ（株）製、ＩＦＭ
－１００）で５秒間攪拌し、１分間静置した後の泡の高さを測定した。判定は下記の基準
で行い、Ａ及びＢを合格とした。
（評点）：（評価）
Ａ：泡の高さが６０ｍｍ以上
Ｂ：泡の高さが５０ｍｍ以上～６０ｍｍ未満
Ｃ：泡の高さが４０ｍｍ以上～５０ｍｍ未満
Ｄ：泡の高さが４０ｍｍ未満
　Ｂ．「泡のクリーミィ性」について
　ヘアシャンプーの５質量％水溶液をミルサー試験機（Ｉｗａｔａｎｉ（株）製、ＩＦＭ
－１００）で５秒間攪拌し、攪拌直後の泡の密度を測定した。判定は下記の基準で行い、
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（評点）：（評価）
Ａ：泡の密度が０．０４ｇ／ｃｍ3以上
Ｂ：泡の密度が０．０３ｇ／ｃｍ3以上～０．０４ｇ／ｃｍ3未満
Ｃ：泡の密度が０．０２ｇ／ｃｍ3以上～０．０３ｇ／ｃｍ3未満
Ｄ：泡の密度が０．０２ｇ／ｃｍ3未満
　Ｃ．「洗浄時の摩擦感」について
　女性２０名にヘアシャンプー１０ｇを用いて毛髪を洗浄してもらい、洗浄時の摩擦感に
ついて、パネラー各人が下記絶対評価にて４段階に評点を付けた。そして、試料ごとにパ
ネラー全員の評点を合計し、３０点以上を合格とした。ただし、３名以上のパネラーが０
点の評点を付けた場合は不合格とした。
【００５５】
　＜絶対評価基準＞
（評点）：（評価）
３：毛髪と指との摩擦が小さく、泡に十分なすべり性を感じる
２：毛髪と指との摩擦がやや小さく、泡にややすべり性を感じる
１：毛髪と指との摩擦がやや大きく、泡にあまりすべり性を感じない
０：毛髪と指との摩擦が大きく、泡にすべり性を感じない
　Ｄ．「洗浄後のうるおい感」について
　女性２０名にヘアシャンプー１０ｇを用いて毛髪を洗浄してもらい、タオルで十分に水
分を拭き取った後、２０分間風乾させた毛髪のうるおい感について、パネラー各人が下記
絶対評価にて４段階に評点を付けた。そして、試料ごとにパネラー全員の評点を合計し、
３０点以上を合格とした。ただし、３名以上のパネラーが０点の評点を付けた場合は不合
格とした。
【００５６】
　＜絶対評価基準＞
（評点）：（評価）
３：毛髪に十分なうるおい感を感じる
２：毛髪にややうるおい感を感じる
１：毛髪にあまりうるおい感を感じない
０：毛髪に全くうるおい感を感じない
　《洗浄剤組成物の評価結果》
　以上の評価方法により評価した洗浄剤組成物の評価結果を表４に示す。
【００５７】
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【表４】

【００５８】
　表４に示された実施例１～４の評価によれば、本発明の実施例に係るアルキレングリコ
ール誘導体及び硫酸基及びスルホン酸基を有するイオン性界面活性剤を含むシャンプーは
、起泡性、泡のすべり性（洗浄時の摩擦感）が良好で、クリーミィな泡質であり、なおか
つ洗浄、乾燥後の毛髪にうるおい感が得られた。
【００５９】
　一方、比較例１～１２では、十分な効果が得られていない。以下、比較例１～１２につ
いて具体的に説明する。
【００６０】
　比較例１は、ポリアルキレングリコール誘導体中の脂肪酸の種類が炭素数２０を超える
ベヘニン酸であるため、起泡性が不十分であった。
【００６１】
　比較例２は、ポリアルキレングリコール誘導体中の脂肪酸の種類が炭素数１２未満の酢
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十分であった。
【００６２】
　比較例３は、ポリアルキレングリコール誘導体中のオキシテトラメチレン基の平均付加
モル数ｎが３未満であるため、起泡性、泡のクリーミィ性、泡のすべり性、洗浄後の毛髪
のうるおい感において不十分であった。
【００６３】
　比較例４は、ポリアルキレングリコール誘導体中の脂肪酸残基の割合が０．９０を超え
ているため、起泡性において不十分であった。
【００６４】
　比較例５は、ポリアルキレングリコール誘導体が、ポリオキシテトラメチレン基ではな
く、ポリオキシプロピレン基を有しているため、泡のクリーミィ性、泡のすべり性、洗浄
後の毛髪のうるおい感において不十分であった。
【００６５】
　比較例６は、ポリアルキレングリコール誘導体が、ポリオキシテトラメチレンとポリオ
キシエチレンのブロック共重合体よりなるので、泡のクリーミィ性、泡のすべり性、洗浄
後の毛髪のうるおい感において不十分であった。
【００６６】
　比較例７は、本発明に係るポリアルキレングリコール誘導体以外の油剤であるジグリセ
リルイソパルミチン酸エステルセバシン酸縮合物を使用しているため、泡のクリーミィ性
、泡のすべり性において不十分であった。
【００６７】
　比較例８は、本発明に係るポリアルキレングリコール誘導体以外の油剤であるワセリン
を使用しているため、起泡性、泡のクリーミィ性、泡のすべり性において不十分であった
。
【００６８】
　比較例９では、（ｂ）成分、すなわちイオン性界面活性剤の配合量が３０質量％を超え
、さらに（ａ）成分、すなわちポリアルキレングリコール誘導体と（ｂ）成分の質量比ａ
／ｂが１／４０未満であるため、泡のクリーミィ性、泡のすべり性、洗浄後のうるおい感
において不十分であった。
【００６９】
　比較例１０は、（ａ）成分の配合量が１０質量％を超え、さらに（ａ）成分と（ｂ）成
分の質量比ａ／ｂが１／１を超えているため、起泡性において不十分であった。
【００７０】
　比較例１１、１２では、（ｂ）成分の代わりにカルボン酸基を有する陰イオン性界面活
性剤を配合したので、いずれも泡のクリーミィ性、泡のすべり性、洗浄後のうるおい感に
おいて不十分であった。
【００７１】
　以上説明したように、本発明に係るポリアルキレングリコール誘導体を含有した洗浄剤
組成物は、良好な起泡性及び泡のクリーミィ性を持ち、洗浄時の摩擦感や洗浄後のうるお
い感も良好である。
【００７２】
　さらに、実施例４に示すように、カチオン性基を有する高分子化合物を添加することに
より、より良好な起泡性及び泡のクリーミィ性が得られる。
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